
Ｉ
Ｌ
Ｃ
へ
の
期
待
と
課
題
（
第
３
回
）

Ｉ
Ｌ
Ｃ
誘
致
に
向
け
て
の
地
域
の
課
題

東
北
Ｉ
Ｌ
Ｃ
推
進
協
議
会
事
務
局
長　
　

高　

玉　

昌　

一

（
一
般
社
団
法
人
東
北
経
済
連
合
会
常
務
理
事
） 

ン
に
つ
い
て
検
討
等
を
行
っ
た
。

平
成
24
年
７
月
に
、
同
研
究
会
を
誘
致
推
進
組
織
で

あ
る
「
東
北
Ｉ
Ｌ
Ｃ
推
進
協
議
会
」
に
衣
替
え
を
行
い
、

同
研
究
会
で
検
討
さ
れ
た
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
を
「
Ｉ
Ｌ
Ｃ

を
核
と
し
た
東
北
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
し
て
発
表
し

た
。協

議
会
は
、
本
年
６
月
現
在
、
産
学
官
１
３
１
組
織

で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
北
上
誘
致
に
関
わ
る

要
望
活
動
や
講
演
会
・
視
察
会
の
開
催
、
情
報
発
信
等

の
様
々
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

さ
て
、
昨
年
の
８
月
23
日
の
国
内
候
補
地
一
本
化
の

発
表
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
逐
次
中
継
さ
れ
た
の
で
、

ご
覧
に
な
っ
た
方
も
多
か
っ
た
と
思
う
。

候
補
地
と
し
て
の
北
上
山
地
の
適
性
を
信
じ
て
は
い

た
も
の
の
、
実
際
の
発
表
を
見
て
、
胸
に
こ
み
上
げ
る

も
の
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
東
北
の
関
係
者
が
共
有
し
た

事
実
だ
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。

た
だ
し
、
一
本
化
と
は
言
え
、
こ
れ
は
、
研
究
者
サ

イ
ド
に
よ
る
評
価
で
あ
り
、
国
の
決
定
で
は
な
い
。
ま

た
、
国
際
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
立
地
箇
所
、

資
金
、
研
究
者
派
遣
等
に
関
す
る
国
際
間
の
調
整
作
業

も
あ
る
。
そ
れ
を
、
誰
の
手
で
、
ど
の
よ
う
に
行
う
か

は
、
こ
の
時
点
で
は
、
明
確
で
は
な
か
っ
た
。

そ
う
し
た
中
、
文
科
省
か
ら
Ｉ
Ｌ
Ｃ
計
画
に
つ
い
て

の
意
見
を
求
め
ら
れ
た
日
本
学
術
会
議
は
、
昨
年
９
月

末
に
、
＂Ｉ
Ｌ
Ｃ
で
の
研
究
の
学
術
的
意
義
は
十
分
に

認
め
ら
れ
る
が
、
計
画
に
必
要
な
巨
額
の
投
資
に
見
合

う
よ
う
国
内
の
実
施
体
制
、
海
外
か
ら
の
研
究
者
の
参

加
の
見
通
し
、
必
要
経
費
の
国
際
分
担
の
見
通
し
な
ど

の
重
要
事
項
に
つ
い
て
不
確
定
要
素
や
リ
ス
ク
要
因
が

シ
リ
ー
ズ

Ｉ
Ｌ
Ｃ
を
巡
る
情
勢

当
シ
リ
ー
ズ
も
３
回
目
と
な
る
が
、
本
稿
で
は
、
Ｉ

Ｌ
Ｃ
の
国
内
誘
致
に
関
す
る
状
況
を
整
理
し
な
が
ら
、

北
上
山
地
へ
の
誘
致
を
実
現
す
る
た
め
の
地
域
の
課
題

を
、
東
北
と
い
う
視
点
か
ら
、
述
べ
て
い
き
た
い
。

そ
の
前
に
、
東
北
Ｉ
Ｌ
Ｃ
推
進
協
議
会
に
つ
い
て
、

簡
単
に
紹
介
す
る
。

平
成
21
年
４
月
、
岩
手
県
と
東
北
経
済
連
合
会
（
東

経
連
）
が
呼
び
か
け
て
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
計
画
に
関
す
る
地
域

課
題
を
検
討
す
る
産
学
官
の
組
織
「
東
北
加
速
器
基
礎

科
学
研
究
会
」
が
発
足
し
た
。
同
研
究
会
で
は
、
東
北

大
学
総
長
、
東
経
連
会
長
が
共
同
代
表
と
な
り
、
Ｉ
Ｌ

Ｃ
計
画
に
関
す
る
情
報
の
収
集
・
発
信
と
と
も
に
、
北

上
山
地
へ
の
Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
立
地
を
想
定
し
た
地
域
ビ
ジ
ョ
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  シリーズ ＩＬＣへの期待と課題

あ
る
＂
と
し
て
、
＂Ｉ
Ｌ
Ｃ
計
画
の
実
施
の
可
否
判
断

に
向
け
た
、
諸
課
題
の
検
討
を
行
う
た
め
に
必
要
な
調

査
等
の
経
費
を
政
府
に
お
い
て
も
措
置
し
、
２
～
３
年

を
か
け
て
、
当
該
分
野
以
外
の
有
識
者
及
び
政
府
関
係

機
関
も
含
め
て
集
中
的
な
調
査
・
検
討
を
進
め
る
こ
と

を
提
言
す
る
＂
と
の
所
見
を
提
出
し
た
。
こ
れ
は
、
国

内
誘
致
の
検
討
が
政
府
ベ
ー
ス
に
な
る
と
い
う
点
で
大

変
意
義
深
い
提
案
と
な
っ
た
。

日
本
学
術
会
議
の
所
見
を
受
け
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
と
い
う
名

目
で
は
初
め
て
と
な
る
５
千
万
円
の
調
査
検
討
費
が
平

成
26
年
度
文
科
省
予
算
で
認
め
ら
れ
た
。

26
年
度
に
入
り
、
文
科
省
は
、
庁
内
に
Ｉ
Ｌ
Ｃ
タ
ス

ク
フ
ォ
ー
ス
（
座
長
・
櫻
田
義
孝
副
大
臣
）
を
発
足
さ

せ
る
と
と
も
に
、
５
月
８
日
に
は
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
国
内
誘

致
に
関
す
る
国
の
判
断
を
行
う
た
め
の
材
料
を
整
え
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
「
Ｉ
Ｌ
Ｃ
有
識
者
会
議
」（
委
員

13
名　

座
長
・
平
野
眞
一
元
名
古
屋
大
学
総
長
）
を
設

置
し
た
。

同
会
議
で
は
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
計
画
の
概
要
、
Ｌ
Ｈ
Ｃ
（
大

型
ハ
ド
ロ
ン
衝
突
型
加
速
器
）
等
の
他
の
大
型
実
験
施

設
と
の
関
係
、
研
究
者
サ
イ
ド
に
よ
る
国
内
候
補
地
一

本
化
の
内
容
、
先
述
の
日
本
学
術
会
議
の
所
見
の
概
要

が
報
告
さ
れ
る
と
と
も
に
、
今
後
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
誘
致
に
関

す
る
検
討
の
論
点
と
し
て
、
①
建
設
、
運
転
、
高
度
化
、

最
終
処
理
に
わ
た
る
経
費
の
全
容
と
国
際
的
経
費
分
担

②
高
度
化
さ
れ
る
Ｌ
Ｈ
Ｃ
で
の
計
画
も
見
据
え
た
、
Ｉ

Ｌ
Ｃ
の
素
粒
子
物
理
学
研
究
に
お
け
る
よ
り
明
確
な
方

針
及
び
そ
の
内
容
を
踏
ま
え
た
追
加
的
コ
ス
ト
の
試
算

③
建
設
期
及
び
運
転
期
に
必
要
な
人
員
・
人
材
、
特
に

リ
ー
ダ
ー
格
の
人
材　

④
Ｋ
Ｅ
Ｋ
（
大
学
共
同
利
用
機

関
法
人
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
加
速
器
研
究
機
構
）、
大
学
等

の
関
連
研
究
者
を
中
心
と
す
る
国
内
体
制
の
在
り
方
及

び
管
理
運
営
体
制　

⑤
計
画
の
社
会
的
影
響　

⑥
国
家

的
諸
課
題
へ
の
取
り
組
み
や
諸
学
術
分
野
の
進
歩
に
停

滞
を
招
か
な
い
予
算
の
枠
組
み　

の
６
点
を
決
め
た
。

ま
た
、専
門
的
内
容
に
関
す
る
検
討
を
深
め
る
た
め
、

各
国
の
将
来
加
速
器
構
想
を
踏
ま
え
た
Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
物
理

等
を
検
討
す
る
「
素
粒
子
原
子
核
物
理
作
業
部
会
」
及

び
Ｉ
Ｌ
Ｃ
関
係
研
究
者
の
国
際
チ
ー
ム
が
10
年
が
か
り

で
と
り
ま
と
め
、
２
０
１
３
年
６
月
に
公
開
さ
れ
た

「
技
術
設
計
報
告
書
」（T

D
R

：T
echnical D

esign 
R

eport

）
の
検
証
を
行
う
「
技
術
設
計
報
告
書
検
証

作
業
部
会
」
の
２
部
会
の
設
置
も
承
認
さ
れ
た
。

今
後
、
有
識
者
会
議
で
は
、
２
０
１
５
年
度
を
め
ど

に
一
定
の
議
論
の
結
果
が
得
ら
れ
る
よ
う
、
検
討
が
行

わ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

こ
う
し
た
国
内
誘
致
の
是
非
に
か
か
る
検
討
と
は
別

に
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
計
画
に
関
す
る
ス
テ
ッ
プ
は
着
実
に
進
め

ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
資
金
、
研
究
者
参
加
等
に
関

す
る
国
際
調
整
が
水
面
下
で
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
、

政
府
関
係
者
の
発
言
等
か
ら
も
見
え
て
き
て
い
る
。

ま
た
、
当
シ
リ
ー
ズ
の
第
１
回
で
、
谷
村
岩
手
県
Ｉ

Ｌ
Ｃ
推
進
協
議
会
会
長
が
、
リ
ン
・
エ
バ
ン
ス
氏
（
Ｌ

Ｃ
Ｃ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）
の
「
Ｉ
Ｌ
Ｃ
計
画
は
北
上
サ
イ

ト
以
外
に
設
計
は
し
な
い
」
と
い
う
発
言
を
紹
介
さ
れ

て
い
た
が
、
現
時
点
で
は
、
わ
が
国
以
外
に
有
力
な
候

補
地
が
見
当
た
ら
な
い
た
め
、
＂Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｉ
＂

を
想
定
し
た
具
体
設
計
等
の
作
業
も
始
ま
っ
て
い
る
。

わ
が
国
が
誘
致
を
断
念
す
る
と
い
う
判
断
を
行
う
か
、

あ
る
い
は
検
討
が
長
引
い
て
時
期
を
失
し
て
し
ま
え

ば
、
新
た
な
候
補
地
を
探
す
こ
と
に
な
ろ
う
が
、
そ
の

場
合
、
中
国
が
有
力
と
な
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
岩
手
日

報
社
の
神
田
部
長
に
よ
る
当
シ
リ
ー
ズ
第
２
回
の
記
事

に
も
書
か
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
で
使
わ
れ
る
、

ま
た
、
培
わ
れ
る
技
術
群
は
、
研
究
・
産
業
の
両
面
で

非
常
に
戦
略
性
の
高
い
も
の
で
あ
る
だ
け
に
、
で
き
れ

ば
そ
う
い
う
事
態
は
避
け
た
い
と
い
う
の
が
日
米
欧
の

本
音
で
あ
ろ
う
と
個
人
的
に
は
思
っ
て
い
る
。

や
は
り
、
日
本
で
す
ん
な
り
と
い
う
の
が
一
番
な
の

だ
が
、
最
大
の
壁
は
資
金
問
題
で
あ
る
。

公
表
さ
れ
て
い
る
８
３
０
０
億
円
と
い
う
建
設
費
に

関
し
て
は
、
ホ
ス
ト
国
（
立
地
国
）
が
半
分
程
度
、
他

の
参
加
国
が
残
り
を
分
担
と
い
う
の
が
相
場
で
あ
ろ
う

と
さ
れ
て
い
る
が
、
ど
の
国
も
財
政
的
に
余
裕
が
な
い

の
が
現
状
の
中
で
、
ど
う
い
う
調
整
に
な
る
の
か
は
見

え
な
い
。
ま
た
、
わ
が
国
が
ホ
ス
ト
国
と
な
る
場
合
、

国
内
の
他
の
研
究
分
野
に
迷
惑
を
か
け
な
い
資
金
ス

キ
ー
ム
と
い
う
の
が
求
め
ら
れ
る
。

一
方
、そ
う
し
た
状
況
の
中
で
、大
変
重
要
な
ニ
ュ
ー
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ス
が
報
道
さ
れ
た
。
本
年
５
月
22
日
付
け
の
米
国
エ
ネ

ル
ギ
ー
省
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
物
理
諮
問
委
員
会
報
告
が
、

Ｉ
Ｌ
Ｃ
計
画
を
高
く
評
価
す
る
と
と
も
に
、
日
本
で
の

立
地
を
前
提
と
し
た
、米
国
の
参
加
と
役
割
に
つ
い
て
、

３
段
階
の
予
算
シ
ナ
リ
オ
を
示
し
な
が
ら
、
い
ず
れ
に

せ
よ
参
加
す
る
方
向
で
と
い
う
こ
と
を
明
記
し
た
の
で

あ
る
。

１
９
８
０
年
代
に
進
め
ら
れ
た
超
伝
導
超
大
型
加
速

器
（
Ｓ
Ｓ
Ｃ
）
建
設
計
画
の
頓
挫
以
降
、
厳
し
い
状
況

に
置
か
れ
て
い
た
同
国
の
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
物
理
学
分
野

か
ら
積
極
的
な
サ
イ
ン
が
出
さ
れ
た
こ
と
の
意
味
は
大

き
い
。

同
報
告
に
つ
い
て
は
、
国
内
の
一
部
の
報
道
で
、
Ｉ

Ｌ
Ｃ
推
進
に
否
定
的
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
だ
と
伝
え
ら
れ
た

が
、
＂む
し
ろ
肯
定
的
な
内
容
で
と
ら
え
る
べ
き
ニ
ュ
ー

ス
で
す
よ
＂
と
、
米
国
の
事
情
に
も
詳
し
く
、
Ｌ
Ｃ
Ｃ

の
測
定
器
分
野
の
責
任
者
も
務
め
ら
れ
て
い
る
山
本
均

東
北
大
学
理
学
部
教
授
か
ら
教
え
て
い
た
だ
い
た
。

客
観
的
に
み
て
も
、
わ
が
国
が
決
断
す
る
た
め
の
課

題
は
、
着
実
に
ク
リ
ア
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
い
う
の
が
現

状
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。

北
上
誘
致
に
向
け
て
の
東
北
の
課
題

ま
だ
、
正
式
に
国
内
誘
致
が
決
ま
っ
た
わ
け
で
も
な

い
状
況
で
は
あ
る
が
、
北
上
山
地
を
候
補
地
と
し
て
揺

る
ぎ
の
な
い
存
在
に
す
る
た
め
の
地
域
課
題
に
つ
い

て
、
東
北
と
い
う
視
点
か
ら
、
三
点
に
絞
っ
て
述
べ
て

み
た
い
。

①

　東
北
を
挙
げ
て
の
国
内
誘
致
へ
の
働
き
か
け

一
点
目
は
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
国
内
誘
致
に
向
け
て
の
働
き

か
け
を
東
北
挙
げ
て
行
お
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
上

述
し
た
よ
う
に
、
既
に
政
府
ベ
ー
ス
で
、
誘
致
の
是
非

に
関
す
る
議
論
は
始
ま
っ
て
い
る
が
、
他
に
も
多
く
の

政
策
課
題
が
あ
る
中
で
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
を
優
先
的
に
検
討
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
社
会
・
経

済
的
波
及
効
果
の
提
示
と
と
も
に
、
候
補
地
の
熱
意
を

継
続
的
に
示
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

Ｉ
Ｌ
Ｃ
は
、
岩
手
、
宮
城
両
県
の
み
な
ら
ず
、
広
く

東
北
全
体
に
波
及
効
果
を
も
た
ら
す
可
能
性
の
あ
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
り
、
広
域
的
な
視
点
で
誘
致
に
取
り

組
む
こ
と
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て
い
る
。

新
潟
を
含
む
東
北
７
県
の
産
業
振
興
を
目
的
と
し
て

掲
げ
て
い
る
東
北
経
済
連
合
会
（
東
経
連
）
が
、
当
協

議
会
の
共
同
代
表
と
と
も
に
、
事
務
局
を
引
き
受
け
て

い
る
の
も
、
東
北
全
体
で
取
り
組
む
べ
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
あ
る
と
の
考
え
に
拠
る
も
の
で
あ
る
。

正
直
な
と
こ
ろ
、
東
北
の
他
県
で
は
Ｉ
Ｌ
Ｃ
計
画
へ

の
理
解
が
は
じ
ま
っ
た
段
階
で
は
あ
る
が
、
後
述
す
る

よ
う
な
他
の
加
速
器
関
連
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
登
場
と
と

も
に
、
急
速
に
関
心
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。

人
口
減
少
に
加
え
、
震
災
と
い
う
大
き
な
傷
を
背

負
っ
た
東
北
に
と
っ
て
、
世
界
中
か
ら
優
れ
た
方
々
が

集
ま
り
、
長
期
に
わ
た
り
定
着
す
る
と
い
う
よ
う
な

チ
ャ
ン
ス
は
滅
多
に
あ
る
も
の
で
は
な
い
し
、
東
北
を

変
え
て
い
く
絶
好
の
契
機
に
も
な
る
。

わ
れ
わ
れ
も
、
こ
れ
ま
で
の
協
議
会
活
動
の
中
で
、

学
生
・
生
徒
自
身
や
小
さ
い
お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の
親

の
方
な
ど
の
Ｉ
Ｌ
Ｃ
へ
の
強
い
期
待
感
を
、
ひ
し
ひ
し

と
感
じ
て
い
る
。
東
北
の
未
来
を
拓
く
可
能
性
を
皆
さ

ん
直
観
し
て
お
ら
れ
る
の
だ
と
思
っ
て
い
る
。

そ
う
し
た
、
東
北
の
幅
広
い
方
々
が
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
に
期

待
と
熱
意
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
、
東
北
の
様
々
な
組

織
等
の
要
望
活
動
の
中
で
、
し
っ
か
り
と
政
府
、
関
係

者
に
伝
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
思
っ
て
い
る
。

②

　広
報
体
制
の
整
備

二
点
目
は
、
一
点
目
と
も
関
係
す
る
が
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
計

画
の
概
要
や
そ
の
波
及
効
果
、
東
北
の
熱
意
等
に
関
す

る
広
報
体
制
の
整
備
で
あ
る
。

Ｉ
Ｌ
Ｃ
に
関
す
る
広
報
の
対
象
は
、
非
常
に
広
く
、

関
心
事
項
も
様
々
で
あ
る
。
例
え
ば
、
地
元
の
自
治
体

や
住
民
は
、
研
究
施
設
の
配
置
や
工
事
計
画
等
に
関
し

て
、
ま
ず
注
目
す
る
。
子
供
た
ち
は
、
誰
が
、
ど
ん
な

研
究
を
す
る
の
か
に
関
心
を
持
つ
。
企
業
は
、
工
事
や

設
備
の
内
容
、
あ
る
い
は
加
速
器
等
の
応
用
に
関
心
が

高
い
。
研
究
者
は
、立
地
地
域
の
環
境
が
気
に
か
か
る
。

誘
致
の
判
断
に
関
わ
る
方
や
そ
の
動
き
を
報
道
す
る
マ

ス
コ
ミ
等
は
、地
元
の
熱
意
や
受
入
環
境
を
重
視
す
る
。

ま
た
、
一
方
で
環
境
へ
の
影
響
等
を
懸
念
す
る
方
も
お

ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
様
々
な
＂知
り
た
い
と
い
う
要
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求
＂
に
誠
実
に
応
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

Ｉ
Ｌ
Ｃ
に
関
す
る
情
報
発
信
組
織
も
、
研
究
機
関
、

自
治
体
、
経
済
団
体
、
当
協
議
会
の
よ
う
な
連
携
組
織

等
多
様
で
あ
り
、
今
後
計
画
の
進
捗
と
と
も
に
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
等
も
含
め
、
さ
ら
に
多
く
の
情
報
発
信
組
織
が
加

わ
っ
て
く
る
も
の
と
思
わ
れ
る
（
表
１
）。

組
織
ご
と
に
広
報
対
象
は
違
っ
て
も
、
計
画
の
概
要

や
懸
念
へ
の
対
応
な
ど
基
本
的
な
部
分
は
あ
る
程
度
の

整
合
性
を
持
っ
て
、
情
報
を
発
信
す
る
こ
と
が
重
要
で

県

市町村

連携組織

大学

岩手県、宮城県

仙台市、奥州市、一関市、気仙沼市、盛岡市

東北大学、岩手大学ILC推進会議

東北ILC推進協議会

〃 岩手県国際リニアコライダー推進協議会

〃 奥州市国際リニアコライダー推進連絡協議会

〃 気仙沼市国際リニアコライダー推進協議会

〃 いわてILC加速器科学推進会議

表１　東北においてILC計画の広報活動に取り組んでいる組織

組　織　名区　分

図１　東北における主な加速器関連施設整備計画（構想ベース含む）

ＩＬＣ

IFMIF

BNCTがん治療器

重粒子線がん治療器

東北放射光施設（場所未定）

計画中加速器

稼働加速器

東北大学電子光理学研究ｾﾝﾀｰ

長岡技術科学大学極限ｴﾈﾙｷﾞｰ密度工学研究センター

日本原子力研究開発機構AMS

東北大学ｻｲｸﾛﾄﾛﾝﾗｼﾞｵｱｲｿﾄｰﾌﾟｾﾝﾀｰ

作成：2014．3（一社）東北経済連合会
南東北がん陽子線治療センター

秋田県立脳血管研究センター

仁科記念ｻｲｸﾛﾄﾛﾝｾﾝﾀ （ーNMCC）

ILC（国際ﾘﾆｱｺﾗｲﾀﾞー ） 31～50Kmの直線加速器
研究用途

東北放射光施設 周長300ｍ程度の円形加速器
研究・産業用途

IFMIF（国際核融合材
料照射施設） 国際共同組織 125ｍ加速器×２台

材料開発用途

重粒子線がん治療器

BNCTがん治療器

計画プロジェクト 運営主体 主な施設内容・用途

国際共同組織

未定

山形大学

総合南東北病院

炭素イオンの加速照射による治療

ホウ素中性子捕捉療法による治療
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あ
る
。
合
わ
せ
て
、
情
報
を
伝
え
る
媒
体
の
多
様
性
の

確
保
も
必
要
で
あ
る
。

た
だ
し
、
一
つ
一
つ
の
組
織
が
、
全
て
の
コ
ン
テ
ン

ツ
を
自
前
で
揃
え
て
い
く
こ
と
は
無
理
な
の
で
、
ど
こ

に
、
ど
ん
な
情
報
が
あ
る
か
を
整
理
し
た
ポ
ー
タ
ル
機

能
の
整
備
が
重
要
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
当
協
議
会
で
も
、
岩
手
、
宮

城
県
内
の
主
要
Ｉ
Ｌ
Ｃ
推
進
組
織
で
構
成
す
る
広
報
戦

略
分
科
会
を
発
足
さ
せ
、
東
北
に
お
け
る
効
率
的
な
広

報
体
制
の
整
備
の
検
討
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

③

　加
速
器
関
連
産
業
の
育
成

三
点
目
が
今
、
一
番
力
を
入
れ
て
い
る
課
題
で
、
Ｉ

Ｌ
Ｃ
等
の
加
速
器
関
連
施
設
を
、
新
た
な
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
源
泉
と
し
て
活
用
し
、
東
北
の
新
た
な
産
業

集
積
の
契
機
と
す
る
こ
と
で
あ
る
（
図
１
）。

加
速
器
は
、
電
子
や
陽
子
等
の
荷
電
粒
子
を
、
電
磁

力
を
利
用
し
て
加
速
し
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
へ
の
衝
突
等
の

際
に
起
こ
る
現
象
を
利
用
す
る
装
置
で
あ
る
。

古
く
は
、
ブ
ラ
ウ
ン
管
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
に
使
わ
れ
、

現
在
は
、
が
ん
の
検
査
装
置
（
Ｐ
Ｅ
Ｔ
）、
同
治
療
装

置
（
Ｘ
線
、
陽
子
線
、
重
粒
子
線
、
Ｂ
Ｎ
Ｃ
Ｔ
）
等
の

医
療
分
野
、
植
物
の
品
種
改
良
、
構
造
物
の
非
破
壊
検

査
等
に
応
用
範
囲
が
広
が
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、「
ス
プ
リ
ン
グ
８
」
と
い
う
施
設
が
兵
庫

県
の
播
磨
地
区
に
あ
る
こ
と
を
ご
存
知
の
方
も
あ
る
と

思
う
。
こ
の
施
設
は
、
電
子
を
加
速
し
て
、
そ
の
方
向

を
曲
げ
た
時
に
放
射
さ
れ
る
波
長
の
短
い
光
を
物
体
に

照
射
し
、
分
子
レ
ベ
ル
の
物
質
構
造
を
解
明
す
る
、
一

周
が
１
・
４
㎞
も
あ
る
超
大
型
の
電
子
顕
微
鏡
と
言
え

る
施
設
で
あ
る
（
図
２
）。

従
来
は
、
研
究
用
途
が
主
で
あ
っ
た
も
の
が
、
近
年

に
な
っ
て
産
業
応
用
が
進
み
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
特

効
薬
で
あ
る
タ
ミ
フ
ル
の
ほ
か
、
性
能
の
優
れ
た
エ
コ

タ
イ
ヤ
、
ヘ
ア
ケ
ア
製
品
等
様
々
な
分
野
の
製
品
開
発

で
使
わ
れ
、
今
や
産
業
用
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
も
欠
か
せ

な
い
施
設
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

ス
プ
リ
ン
グ
８
ほ
ど
の
性
能
で
は
な
い
も
の
の
、
同

様
の
放
射
光
施
設
が
国
内
数
カ
所
で
整
備
さ
れ
て
い
る

状
況
だ
が
、
残
念
な
が
ら
東
北
・
北
海
道
は
空
白
地
帯

で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
ス
プ
リ
ン
グ
８
の
１
／
５
程
度
の
規
模
な

が
ら
、
同
等
の
性
能
を
持
っ
た
放
射
光
施
設
を
東
北
に

整
備
し
よ
う
と
い
う
計
画
が
、
図
１
に
あ
る
東
北
放
射

光
施
設
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
現
在
東
北
の
旧
国
立
７
大

学
が
国
に
整
備
を
要
望
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

余
談
で
あ
る
が
、
放
射
光
施
設
は
、
現
在
、
中
進
国

レ
ベ
ル
も
含
め
、
世
界
的
な
整
備
競
争
の
時
代
に
入
っ

て
い
る
。
最
先
端
の
装
置
を
整
備
し
な
い
と
、
研
究
ば

か
り
で
な
く
、
高
度
な
先
端
製
品
の
開
発
で
遅
れ
を

と
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。そ
れ
だ
け
に
、加
速
器
技

術
先
進
国
で
あ
る
わ
が
国
も
、
こ
の
分
野
で
の
戦
略
を

間
違
え
れ
ば
、競
争
力
に
も
甚
大
な
影
響
が
出
て
く
る
。

加
速
器
の
応
用
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
ん
で
い
る
医
療
分

野
、特
に
が
ん
治
療
機
の
整
備
計
画
も
東
北
に
は
あ
る
。

陽
子
線
、
重
粒
子
線
、
Ｂ
Ｎ
Ｃ
Ｔ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
特
長

が
あ
り
、
が
ん
の
部
位
、
形
状
に
よ
り
使
い
分
け
が
さ

れ
て
い
く
と
思
わ
れ
る
。

現
在
、
東
経
連
が
設
置
し
て
い
る
中
小
企
業
支
援
組

織
で
あ
る
東
経
連
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
、
Ｋ
Ｅ
Ｋ

名
誉
教
授
で
、
長
年
加
速
器
関
連
の
諸
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
携
わ
ら
れ
て
き
た
吉
岡
正
和
氏
（
現
東
北
大
学
・
岩

手
大
学
客
員
教
授
）
の
指
導
を
得
て
、
加
速
器
に
必
要

図２　代表的な放射光施設

スプリング８（兵庫県佐用町）
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な
要
素
技
術
の
整
理
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
整

理
に
基
づ
い
て
、
加
速
器
業
界
に
参
入
が
可
能
な
東
北

企
業
の
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
作
業
を
、
各
県
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
協
力
を
得
て
実
施
し
て
い
る
最
中
で
あ

る
。
今
年
度
中
に
は
少
な
く
と
も
５
０
０
社
程
度
の

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
作
成
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
後
、
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
さ
れ
た
各
社
の
了
解
を
得

な
が
ら
、
同
セ
ン
タ
ー
が
関
与
し
て
い
る
モ
ノ
づ
く
り

企
業
向
け
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
イ
ト
「ｅ
Ｅ
Ｘ
Ｐ

Ｏ
」
上
で
、
加
速
器
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
と
し
て
仮
想

展
示
を
行
う
と
と
も
に
、
加
速
器
関
連
大
手
企
業
等
と

の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
に
も
活
用
し
て
い
く
予
定
で

あ
る
。
現
在
、ｅ
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
サ
イ
ト
で
、
数
社
の
掲
載

協
力
を
得
て
、
そ
の
テ
ス
ト
版
が
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る

の
で
、関
心
の
あ
る
方
は
ご
覧
い
た
だ
き
た
い（
図
３
）。

東
経
連
で
は
、
こ
れ
ら
の
作
業
と
並
行
し
、
東
北
の

企
業
が
加
速
器
分
野
に
参
入
を
果
た
す
た
め
の
、
課
題

等
に
つ
い
て
も
検
討
を
行
う
と
と
も
に
、関
係
省
庁
に
、

加
速
器
分
野
で
の
支
援
施
策
の
拡
充
等
を
働
き
か
け
て

い
る
。

ま
だ
市
場
規
模
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
は
な
い
が
、
加

速
器
分
野
は
、
今
後
も
成
長
が
続
き
、
ニ
ー
ズ
に
応
じ

た
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
性
も
重
視
さ
れ
る
な
ど
、
自
動
車
や

家
電
等
と
は
違
っ
た
市
場
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
だ

け
に
、
東
経
連
と
し
て
も
、
東
北
産
業
の
新
た
な
タ
ー

ゲ
ッ
ト
分
野
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

最
後
に

Ｉ
Ｌ
Ｃ
誘
致
に
伴
い
想
定
さ
れ
る
地
域
課
題
は
、
勿

論
、
上
記
３
点
の
み
で
は
な
く
、
医
療
や
子
弟
教
育
な

ど
海
外
研
究
者
へ
の
対
応
、
機
材
を
ス
ム
ー
ズ
に
運
ぶ

た
め
の
物
流
シ
ス
テ
ム
、加
速
器
関
連
企
業
の
誘
致
等
、

枚
挙
に
暇
は
無
い
。
そ
れ
は
、
北
上
山
地
立
地
が
正
式

に
決
ま
っ
た
時
の
本
シ
リ
ー
ズ
の
ネ
タ
と
し
て
、
残
し

て
お
く
こ
と
と
す
る
。

Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
国
内
誘
致
に
関
す
る
国
の
判
断
は
、

２
０
１
６
年
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
か
ら
正
式
の

国
際
間
調
整
を
経
て
、
立
地
地
域
が
決
ま
り
、
国
際
研

究
所
の
設
立
、
各
国
か
ら
の
資
金
拠
出
を
経
て
よ
う
や

く
着
工
、
工
事
に
10
年
で
あ
る
か
ら
、
実
際
の
稼
働
は
、

早
く
て
も
２
０
２
０
年
代
末
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
で
も
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
に
関
係
す
る
研
究
者
は
、

１
９
８
０
年
代
か
ら
準
備
を
進
め
て
き
て
い
る
。
今
、

そ
の
準
備
計
画
の
最
も
大
事
な
局
面
に
あ
る
。た
だ
し
、

そ
こ
に
は
、
＂拙
速
＂
と
い
う
文
字
は
無
い
。
折
々
の

情
勢
に
も
ま
れ
な
が
ら
も
、
一
歩
一
歩
着
実
に
計
画
を

進
め
て
い
る
。

我
々
も
、
そ
う
し
た
研
究
者
の
方
々
の
姿
勢
を
リ
ス

ペ
ク
ト
し
、
信
頼
を
持
っ
て
、
誘
致
の
活
動
を
進
め
る

こ
と
が
、
実
は
最
大
の
課
題
で
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
る
。

図３　eEXPOでの東北の加速器関連技術展示
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